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令和７年 第１回定例会（３月３日〜19日）

会
期

　

３
月
３
日
か
ら
19
日
ま
で
の
17
日
間

議
員
質
問

　
・
代
表
質
問
５
名（
４
～
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
・
議
案
質
疑
１
名

　
・
一
般
質
問
19
名（
６
～
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

委
員
会
付
託
議
案

　
⑴�

各
常
任
委
員
会
に
お
け
る
市
長
提

出
議
案
の
審
査

　
⑵
各
常
任
委
員
長
に
よ
る
委
員
会
審

　
　
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告

　
　
（
12
、
13
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
⑶
討
論　
反
対
１
名
、
賛
成
１
名

　
⑷
採
決　
原
案
の
と
お
り
可
決
、承
認

人
事
案
件

　
・�

市
長
提
出
の
人
事
案
件
６
件
を
同

意（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

議
員
提
出
議
案

　
・�

議
員
提
出
の
議
案
１
件
を
可
決

　
　
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

意
見
書

　
・�

議
員
提
出
の
意
見
書
２
件
を
可
決

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

陳
情

　
⑴�

令
和
７
年
陳
情
第
２
号
を
み
な
し

不
採
択（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
⑵
陳
情
の
閉
会
中
継
続
審
査
を
決
定

議
員
派
遣

　
・�

先
進
都
市
の
調
査
の
た
め
議
員
派

遣
を
決
定

閉
会
中
所
管
事
務
調
査

　
・�

各
常
任
委
員
会
等
の
閉
会
中
所
管

事
務
調
査
を
決
定

　

３
月
議
会
で
は
、
今
年
度
の
市
政
運

営
の
基
本
と
な
る
当
初
予
算
等
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
し
、
議
決
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
行
政
の
監
視
機
能
に
加
え
、

議
会
活
動
の
更
な
る
充
実
や
機
能
強
化

に
向
け
た
改
革
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
議
会
の
役
割
や
責
任

等
を
規
定
し
、
議
会
の
憲
法
と
も
言
わ

れ
る
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
、
議
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
新
た
に
、
お
子
様
連

れ
の
方
で
も
安
心
し
て
本
会
議
を
傍
聴

で
き
る
取
組
や
、会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、
よ
り
多

く
の
声
を
市
政
に
反
映
で
き
る
議
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議案審査の流れを紹介します

開

会

議
案
の
上
程

提
案
理
由
説
明

質
疑
・
質
問

委
員
会
に
付
託

本  会  議

委
員
長
報
告

討

論

表
決 

（
採
決
）

閉

会

本  会  議

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

審

査

採

決

委  員  会
可
決
さ
れ
た
議
案

議
案
の
提
出

市  

長

議  

員

市長が実施
す る も の

議会で処理
す る も の

令
和
７
年
度
を
迎
え
て

議
長

　
大
津　
亮
一

副
議
長

　
高
倉
富
士
男

定
例
会
あ
ら
ま
し

本会議の様子
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可決した議案など

今
定
例
会
で
可
決
し
た
主
な
議
案

令
和
７
年
度
予
算（
14
、15
ペ
ー
ジ
参
照
）

◆
予
算
総
額２

１
３
３
億
３
０
２
０
万
円

【
一
般
会
計
】１

２
７
５
億
６
１
０
０
万
円

【
特
別
会
計
】５

４
０
億
９
６
９
０
万
円

【
公
営
企
業
会
計
】

３
１
６
億
７
２
３
０
万
円

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
支
援
の
基
本

理
念
、
市
並
び
に
市
民
及
び
事
業
者
の

責
務
、
市
の
基
本
的
施
策
等
を
定
め
る

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
国
の
基
準
府
令
の
制
定
に
伴
い
、
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を
実
施
す
る
事

業
所
の
設
備
及
び
運
営
基
準
を
定
め
る

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

公
園
墓
地
条
例
の
一
部
改
正

　
浜
見
台
霊
園
に
お
い
て
、
合
葬
式
墓

地
記
名
板
の
運
用
を
開
始
す
る
こ
と
に

伴
い
、
使
用
料
等
を
定
め
る
た
め
、
関

係
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
８
年
度
か
ら
、
ご
み
処
理
手
数

料
等
を
改
定
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係

規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
妊
産
婦
に
係
る
医
療
福
祉
費
の
所
得

制
限
を
撤
廃
す
る
た
め
、
関
係
規
定
の

整
備
を
行
う
も
の

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
政
令
の
改
正
に
伴
い
、
消
防
団

員
が
35
年
以
上
勤
務
し
た
場
合
の
退
職

報
償
金
区
分
を
新
設
す
る
た
め
、
関
係

規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
東
町
運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
観
客
席
等
改
修
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
、
契
約
金
額
及
び
相
手
方
を
決
定

す
る
も
の

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
７
号
）

◆
補
正
総
額

28
億
８
０
７
０
万
６
０
０
０
円
増

主
な
内
容

・�

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に
向
け
た

防
災
倉
庫
の
整
備
や
備
蓄
資
機
材
の

拡
充

・�

寿
小
学
校
及
び
妻
里
小
学
校
の
長
寿

命
化
改
良
事
業
の
推
進

・�

城
東
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
多
機
能

ト
イ
レ
等
設
置
工
事
の
実
施

・�

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
寄
附
額
の
増
に

伴
う
返
礼
品
等
経
費
の
増
額

人
事

　
水
戸
市
教
育
委
員
会
委
員

三　
浦　
綾　
佳

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

遠　
藤　
俊　
弘

上　
畠　
佳　
子

藤　
本　
貫　
大

金　
澤　
容　
子

川　
井　
洋　
子

市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
法
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の

　議員提出議案として，次の意見書を可決しました。
１�　若者の政治参加を促進する抜本的改革を求める
意見書
２�　性犯罪の再犯防止の取組に対する支援の強化を
求める意見書

【みなし不採択】
○�令和７年陳情第２号　選択的夫婦別姓制度をただ
ちに導入するための国会審議を求める意見書の提
出についての陳情
　�　本陳情については，「選択的夫婦別姓制度の法制
化に向けた議論の促進を求める意見書」が否決さ
れたことに伴い，不採択とみなす取り扱いとした。

可
決
し
た
議
案

可決した意見書 陳情の結果

市
長
提
出
議
案�

計　
55
件

　
令
和
７
年
度
予
算�

12
件

　
令
和
６
年
度
補
正
予
算�

９
件

　
条
例
の
制
定
・
改
正�

23
件

　
そ
の
他�

11
件

議
員
提
出
議
案�

１
件
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代表質問（３月10日）

農
業
は
本
市
の
基
幹
産
業
の
柱
で
あ
り
、

新
鮮
な
農
産
物
の
安
定
供
給
と
い
う
重

要
な
役
割
を
持
ち
、
市
民
生
活
の
根
幹

を
支
え
て
い
る
。
現
在
、
少
子
高
齢
化

な
ど
を
背
景
に
農
業
の
担
い
手
不
足
が

深
刻
化
し
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大
が
予

想
さ
れ
る
。
ま
た
、
主
食
用
米
の
不
足

や
価
格
高
騰
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
を
図
る

上
で
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
の
が

地
域
に
根
差
し
た
Ｊ
Ａ
水
戸
で
あ
り
、

骨
太
な
本
市
農
政
を
展
開
し
て
い
く
た

め
に
も
戦
略
的
な
包
括
連
携
協
定
の
締

結
が
必
要
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

本
市
農
業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
上

で
、
議
員
提
案
は
有
効
な
方
策
の
一
つ

と
考
え
る
。
協
定
締
結
に
向
け
積
極
的

に
協
議
を
進
め
、
本
市
と
Ｊ
Ａ
水
戸
が

有
す
る
人
的
・
物
的
資
源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
農
業
振
興
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
推
進

し
、
持
続
可
能
な
未
来
に
つ
な
げ
る
。

急
激
に
変
化
す
る
時
代
の
中
で
、
求
め

ら
れ
る
教
育
も
変
化
し
て
い
る
。
対
応

QA
全
小
中
学
校
の
学
び
の
質
の
向
上
と

郷
土
教
育
の
更
な
る
充
実
・
深
化
を

Q

す
る
に
は
教
職
員
の
資
質
や
環
境
の
向

上
、
市
の
関
わ
り
も
重
要
と
考
え
る
。

⑴
郷
土
教
育
の
内
容
は
学
校
に
よ
っ
て

異
な
り
、
学
び
の
深
さ
に
差
が
生
じ
る

こ
と
を
危
惧
す
る
。
市
が
各
校
の
取
組

状
況
や
習
熟
度
を
把
握
し
、
全
体
の
学

び
の
質
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

⑵
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を
育
む
に
は
、

本
市
の
歴
史
を
学
ぶ
機
会
の
拡
充
が
必

要
で
あ
る
。
水
戸
教
学
の
活
用
に
よ
る

郷
土
教
育
の
充
実
・
深
化
と
あ
わ
せ
、

「
日
の
丸
」国
旗
制
定
に
尽
力
し
た
徳
川

斉
昭
公
の
魁さ

き
が
け

と
な
る
偉
業
と
水
戸
学
の

誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
取
組
を
提
案
す
る
。

⑴
実
態
に
応
じ
て
訪
問
時
に
指
導
・
助

言
を
行
い
、
好
事
例
の
周
知
を
図
る
。

⑵
水
戸
教
学
の
内
容
を
問
題
解
決
学
習

の
時
間
に
位
置
付
け
て
い
る
例
が
あ
り
、

研
修
会
等
を
通
じ
て
各
校
で
共
有
す
る
。

A

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
増
加
傾
向
で
あ

り
、
登
校
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の

自
立
支
援
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
誰

も
が
学
べ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
令

和
６
年
度
か
ら
全
市
立
中
学
校
に
校
内

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
た
。
⑴
そ

の
成
果
を
伺
う
。
⑵
小
学
校
へ
の
拡
充

も
必
要
で
は
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

⑴
授
業
や
学
校
行
事
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
不
登
校
傾
向
に
あ
る
生
徒
の
未

然
防
止
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
⑵

５
年
度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、
小

学
校
で
３
０
５
人
、
中
学
校
で
４
７
１

人
と
な
り
、
国
や
県
と
比
較
し
、
不
登

校
率
が
高
い
割
合
に
あ
る
。
そ
こ
で
、

７
年
度
は
学
校
規
模
や
各
学
校
の
実
情

等
を
踏
ま
え
、
小
学
校
６
校
に
校
内
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
設
す
る
。
ま
た
、

必
要
と
す
る
全
て
の
小
学
校
へ
段
階
的

に
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
拡
充
す
る
。

⑴
千
波
湖
の
水
質
浄
化
や
ア
オ
コ
の
抑

制
を
目
的
に
、
霞
ケ
浦
導
水
事
業
を
活

用
し
、
那
珂
川
か
ら
導
水
を
行
っ
て
い

る
。
本
事
業
の
効
果
を
伺
う
。
⑵
千
波

QA
千
波
湖
の
水
質
浄
化
策
と
し
て

自
然
流
水
の
活
用
を

Q

湖
近
隣
に
は
逆
川
緑
地
や
見
川
調
節
池

周
辺
等
の
豊
富
な
湧
水
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
自
然
流
水
を
活
用
す
れ
ば
、
費
用

負
担
を
抑
え
て
水
質
改
善
が
可
能
と
考

え
る
。
見
解
を
伺
う
。

⑴
令
和
４
年
度
か
ら
試
験
通
水
を
開
始

し
、
水
質
指
標
の
目
標
値
の
達
成
や
ア

オ
コ
の
減
少
な
ど
、
水
質
改
善
が
見
ら

れ
た
。
６
年
度
は
通
水
で
き
な
い
期
間

が
あ
っ
た
が
、
ア
オ
コ
の
大
量
発
生
に

は
至
ら
ず
、
導
水
は
水
質
改
善
に
大
き

な
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
水

量
や
時
間
帯
な
ど
複
数
の
通
水
パ
タ
ー
ン

の
効
果
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
費
用

対
効
果
も
検
証
し
な
が
ら
、
よ
り
効
率

的
な
導
水
に
取
り
組
む
。
⑵
議
員
提
案

の
湧
水
な
ど
の
自
然
流
水
を
活
用
し
た

水
質
浄
化
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
の
助

言
を
得
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

A

誠
和
水
政
会

小
こ い ず み

泉
康
こ う じ

二

魁
，
水
戸

袴
は か ま つ か

塚
孝
た か お

雄

農
業
振
興
に
向
け
Ｊ
Ａ
水
戸
と
の

戦
略
的
な
包
括
連
携
協
定
の
締
結
を

校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
成
果
と

小
学
校
へ
の
拡
充
は

その他の質問
○
新
年
度
予
算
の
編
成
方
針
と
重
点
施
策
、
目
玉
事
業
は

○
移
住
・
定
住
促
進
策
の
実
績
と
広
域
連
携
に
よ
る
取
組
は

○
企
業
誘
致
推
進
に
向
け
用
地
確
保
の
た
め
の
規
制
緩
和
を

○
県
立
病
院
統
合
の
現
況
・
見
通
し
と
積
極
的
な
市
内
誘
致
は

○
部
活
動
地
域
移
行
に
向
け
た
課
題
の
検
証
と
今
後
の
方
針
は

その他の質問
○
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
の
目
指
す
方
向
性
は

○
自
ら
考
え
行
動
す
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を

○
県
庁
周
辺
の
土
地
利
用
の
考
え
方
は

○
高
齢
者
が
自
立
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
水
戸
の
実
現
を

○
高
齢
者
に
向
け
た
フ
レ
イ
ル
対
策
の
取
組
は

斉昭公が江戸幕府に進言した｢日の丸｣国旗

千波湖
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代表質問（３月10日）

政
府
は
２
月
に
被
災
者
支
援
の
充
実
を

柱
と
す
る
災
害
対
策
基
本
法
等
の
改
正

案
を
国
会
に
提
出
し
た
。
こ
の
法
改
正

に
よ
り
、
介
護
福
祉
士
や
社
会
福
祉
士

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー

ム
Ｄデ

ィ
ー
ワ
ッ
ト

Ｗ
Ａ
Ｔ
1※
の
活
動
範
囲
が
広
が
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
避
難
所
で

の
活
動
の
ほ
か
、
在
宅
避
難
者
や
車
中

泊
の
避
難
者
等
に
も
必
要
な
ケ
ア
が
届

く
よ
う
に
な
る
。
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
で
は
、
避
難
生
活
の
疲
労
等
に
よ

る
関
連
死
が
直
接
死
を
上
回
っ
て
お
り
、

災
害
時
の
福
祉
支
援
と
災
害
関
連
死
を

防
ぐ
体
制
の
構
築
が
重
要
と
考
え
る
。

見
解
を
伺
う
。

法
改
正
は
被
災
者
支
援
の
強
化
に
つ
な

が
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
国
の

法
改
正
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
等
の
派
遣
を
行
う
県
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
避
難
所
の
内
外
を

問
わ
ず
避
難
者
の
支
援
体
制
を
充
実
さ

せ
、災
害
関
連
死
の
抑
制
に
取
り
組
む
。

令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
障

害
者
差
別
解
消
法
に
よ
り
、
事
業
者
に

よ
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ

QA
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
社
会
の
構
築
を

Q

れ
た
。
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
解

消
の
た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
の
環
境
整
備
や
合
理
的
配
慮
の
提
供

が
必
要
と
考
え
る
。
互
い
に
認
め
合
い
、

助
け
合
い
、
支
え
合
う
共
生
社
会
の
構

築
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

第
７
次
総
合
計
画
に
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
ま
ち
づ
く
り
等
を
位
置
付
け
、
取
組

を
推
進
し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
は
施

設
や
道
路
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進

め
、
ソ
フ
ト
面
で
は
学
校
教
育
や
講
演

会
、
市
職
員
研
修
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
専
門
部
会
を
設
置
し
、
効
果
的

な
施
策
の
実
行
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
る
。
障
害
者
計
画（
第
４
次
）で
は
、

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消
の
推
進

や
、
行
政
機
関
で
の
配
慮
及
び
障
害
者

理
解
の
推
進
等
を
改
め
て
位
置
付
け
た
。

引
き
続
き
取
組
を
力
強
く
推
進
す
る
。

A

⑴
広
域
合
併
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
て

い
る
が
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
重

要
と
考
え
る
。
市
長
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
発
揮
す
る
べ
き
で
は
。
⑵
食
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ケ
ア
の
地
産
地
消
を
目
指
す

Ｆ
Ｅ
Ｃ
自
給
圏
構
想
は
、
圏
域
の
持
続

可
能
な
発
展
や
一
体
感
の
醸
成
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

⑴
相
手
方
の
意
向
を
尊
重
し
、
信
頼
関

係
を
築
き
な
が
ら
段
階
的
に
合
意
形
成

を
図
り
、
慎
重
に
進
め
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

住
民
意
識
の
醸
成
に
努
め
、
合
併
に
前

向
き
な
考
え
を
持
つ
に
至
っ
た
近
隣
市

町
村
に
対
し
て
、
積
極
的
に
勉
強
会
な

ど
を
働
き
か
け
る
。
⑵
こ
れ
ま
で
県
央

地
域
首
長
懇
話
会
で
進
め
て
き
た
ア
プ

ロ
ー
チ
と
方
向
性
が
共
通
す
る
部
分
が

多
い
と
考
え
る
。
一
方
、
圏
域
に
と
ど

ま
ら
な
い
移
住
・
定
住
の
促
進
や
交
流

人
口
の
促
進
も
重
要
で
あ
る
。
今
後
、

協
議
の
場
で
も
取
り
上
げ
て
い
く
。

令
和
10
年
は
徳
川
光
圀
公
生
誕
４
０
０

年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
⑴
小
中

学
生
や
市
民
へ
の
郷
土
教
育
に
ど
う
生

QA
徳
川
光
圀
公
生
誕
４
０
０
年
に

合
わ
せ
た
戦
略
を

Q

か
す
の
か
。
⑵
光
圀
公
ゆ
か
り
の
歴
史

遺
産
の
環
境
整
備
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
ど
う
取
り
組
む
か
。
⑶
官
民

協
働
の
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
具
体

的
な
戦
略
や
取
組
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

⑴
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
市

民
が
光
圀
公
の
生
涯
や
そ
の
時
代
に
つ

い
て
知
識
を
深
め
る
機
会
を
つ
く
り
、

郷
土
を
愛
す
る
心
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
を
育
む
絶
好
の
機
会
と
し
て
い
く
。

⑵
光
圀
公
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て

た
各
種
観
光
施
策
を
展
開
し
、
戦
略
的

な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

と
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
る
。
⑶
令
和
10

年
度
の
施
策
の
実
施
に
向
け
、
市
民
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
に
興
味
関
心
を
高

め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
の
手
法
や
事

業
内
容
も
含
め
て
検
討
を
進
め
る
。

A

公
明
党
水
戸
市
議
会

黒
く ろ き

木
勇
いさむ

立
憲
み
と

萩
は ぎ や

谷
慎
し ん い ち

一

災
害
時
の
福
祉
支
援
と

関
連
死
を
防
ぐ
体
制
の
構
築
を

Ｆ
Ｅ
Ｃ
自
給
圏
な
ど

広
域
圏
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

その他の質問
○
大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
環
境
改
善
へ
の
取
組
は

○
防
災
士
の
地
域
防
災
活
動
へ
の
参
加
促
進
を

○
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入
に
向
け
た
見
解
は

○
市
役
所
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は

○
子
ど
も
の
可
能
性
を
開
く
教
育
の
推
進
方
針
は

その他の質問
○
令
和
７
年
度
予
算
案
と
財
政
健
全
化
の
状
況
は

○
日
本
遺
産
が
条
件
付
き
継
続
認
定
と
な
っ
た
経
緯
は

○
官
民
連
携
に
よ
る
戦
略
的
な
歴
史
ま
ち
づ
く
り
を

○
逆
川
・
桜
川
水
系
か
ら
の
導
水
で
千
波
湖
の
浄
化
を

○「
令
和
の
笠
原
水
道
」に
よ
る
備
前
堀
の
通
年
通
水
を

※1 DWAT…�県からの要請を受け，災害時に高齢者や障害のある方，子どもなどの要配慮者のニーズを把握し，ケアや支援を行う災害�
派遣福祉チームのこと。

市民向け｢こころのバリアフリー啓発講座｣

徳川光圀公像
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代表質問（３月10日），一般質問（３月11日）

し
て
き
た
。
人
気
の
あ
る
新
荘
小
や
緑

岡
小
の
プ
ー
ル
で
は
毎
年
１
５
０
０
～

１
７
０
０
人
以
上
が
利
用
し
て
い
た
が
、

学
校
プ
ー
ル
の
廃
止
方
針
に
よ
り
、
令

和
６
年
度
に
突
然
事
業
が
中
止
さ
れ
た
。

夏
の
屋
外
プ
ー
ル
で
し
か
得
ら
れ
な
い

体
験
が
あ
り
、
水
泳
の
ま
ち
と
し
て
の

歴
史
を
有
す
る
本
市
に
と
っ
て
必
要
な

事
業
で
あ
る
。
ま
だ
使
え
る
施
設
を
放

置
す
る
こ
と
は
市
民
の
財
産
の
棄
損
に

ほ
か
な
ら
ず
、
今
夏
か
ら
の
学
校
プ
ー

ル
で
の
事
業
再
開
を
強
く
求
め
る
。

６
年
度
か
ら
、
よ
り
快
適
な
環
境
を
提

供
す
る
と
い
う
観
点
で
、
青
柳
公
園
、

小
吹
運
動
公
園
、
下
入
野
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
内
の
屋
内
プ
ー
ル
を
開
放
し
、

延
べ
９
０
５
７
人
に
利
用
い
た
だ
い
た
。

好
評
で
あ
る
た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
な
が
ら
継
続
し
て
実
施
す
る
。

A

平
成
10
年
か
ら
続
く
県
中
央
広
域
水
道

か
ら
の
受
水
は
水
資
源
の
豊
富
な
本
市

に
と
っ
て
不
要
な
支
出
で
あ
り
、
我
々

は
毎
年
、
受
水
中
止
を
求
め
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
県
受
水
へ
の
支
出
総
額
は

約
48
億
円
に
の
ぼ
り
、
懸
命
に
水
道
料

金
を
納
め
る
市
民
へ
の
背
信
行
為
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
市
は
、
災
害
時
に
お
け

る
複
数
水
源
の
確
保
を
受
水
の
理
由
に

挙
げ
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
際

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
り
、

そ
も
そ
も
本
市
は
人
口
よ
り
９
万
人
分

多
い
給
水
能
力
を
有
し
て
い
る
。
歴
史

あ
る
水
道
事
業
を
堅
持
し
て
い
く
た
め

に
県
と
の
協
定
は
速
や
か
に
解
消
し
、

受
水
を
一
日
も
早
く
中
止
す
べ
き
だ
。

取
組
の
結
果
、
災
害
時
等
の
応
急
給
水

に
必
要
な
水
量
を
確
保
で
き
た
。
ま
た
、

減
損
会
計
２※

の
適
用
に
よ
り
既
存
の
協

議
会
の
構
成
市
町
村
等
の
負
担
増
加
も

な
く
な
っ
た
。
課
題
が
解
消
さ
れ
た
た

め
、令
和
６
年
度
末
で
契
約
解
除
す
る
。

本
市
に
屋
外
市
民
プ
ー
ル
が
な
く
な
っ

て
以
来
、
代
替
策
と
し
て
本
事
業
が
始

ま
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
が
利
用

QA
夏
休
み
期
間
の

学
校
プ
ー
ル
開
放
事
業
の
復
活
を

Q

近
年
、
全
国
の
清
掃
工
場
等
に
お
い
て

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
起
因
す
る
火

災
が
多
発
し
て
い
る
。
本
市
の
対
応
を

伺
う
。
ま
た
、
搭
載
製
品
が
大
型
の
場

合
、
高
齢
者
に
と
っ
て
清
掃
工
場
等
へ

の
搬
入
は
難
し
く
、
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
分
か
り
や
す
い
分
別
・
処
分
方
法

等
の
周
知
徹
底
に
加
え
、市
民
セ
ン
タ
ー

等
で
の
小
型
家
電
の
回
収
方
法
を
利
活

用
し
た
処
分
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

清
掃
工
場
で
迅
速
な
初
期
消
火
対
応
が

で
き
る
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
作

業
員
へ
の
教
育
活
動
等
を
実
施
し
て
い

る
。
処
分
方
法
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、

写
真
や
動
画
な
ど
効
果
的
な
手
法
を
活

用
し
な
が
ら
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
丁

寧
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。
ま
た
、
市

民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
拠
点
回
収
の
品
目

拡
充
に
つ
い
て
、
関
係
部
署
と
の
検
討

を
進
め
、市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
。

QA

⑴
赤
塚
中
学
校
脇
の
県
道
玉
里
水
戸
線

は
、
狭
あ
い
道
路
で
あ
り
、
バ
ス
と
普

通
自
動
車
の
対
面
通
行
が
難
し
く
、
歩

行
者
や
自
転
車
の
通
行
も
危
険
で
あ
る
。

道
路
拡
幅
の
地
域
要
望
が
長
年
出
て
お

り
、
周
辺
で
は
赤
塚
駅
西
線
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
が
完
成
し
、
宅
地
造
成
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
早
急
に
拡
幅
整
備
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。
⑵
見
川
小
中
学
校
の

通
学
路
に
も
狭
あ
い
道
路
が
あ
り
、
一

部
の
横
断
歩
道
で
は
車
両
が
停
止
せ
ず

危
険
で
あ
る
。
早
急
な
交
通
安
全
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

⑴
こ
れ
ま
で
も
県
に
早
期
の
拡
幅
整
備

を
要
望
し
て
き
た
。
事
業
中
の
他
県
道

の
整
備
進
捗
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る

と
聞
い
て
お
り
、
早
期
着
手
さ
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
県
に
強
く
要
望
す
る
。

⑵
地
域
や
学
校
の
要
望
を
確
認
し
な
が

ら
、
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
く
安
全
対
策
に
努
め
る
。

QA

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
処
分
に
係
る

丁
寧
な
周
知
と
回
収
方
法
の
拡
充
を

森
も り

正
ま さ よ し

慶

赤
塚
中
学
校
、
見
川
小
中
学
校
の

通
学
路
安
全
対
策
は

中
な か に わ

庭
由

ゆ み こ

美子

その他の質問
○がん予防促進のためヘルスリテラシーの向上を
○子どもの人権擁護に関する制度の活用と周知を
○戦後80年の節目に小中学生への平和教育の充実を

その他の質問
○福祉タクシー助成制度の枚数制限の撤廃を
○帯状疱

ほう
疹ワクチン接種は50歳からに拡充を

○後期高齢者の人間ドック対象人数の拡大を

日
本
共
産
党
水
戸
市
議
団

土
つ ち だ

田
記

き よ み

代美

茨
城
県
か
ら
の
無
駄
な
受
水
の

一
日
も
早
い
中
止
を

その他の質問
○
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
し
廃
炉
を
求
め
る
表
明
を

○
火
災
連
発
の
日
本
原
電
の
安
全
管
理
に
厳
し
い
追
及
を

○
再
開
発
事
業
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
へ
の
税
金
支
出
中
止
を

○
問
題
点
だ
ら
け
の
市
民
会
館
の
改
善
策
と
市
長
の
責
任
は

○
み
と
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
は
拙
速
な
解
体
を
せ
ず
に
存
続
を

※2 減損会計…�固定資産により今後生み出される収益が資産価値を下回るときに，損失を将来に繰り延べないために資産価値を減少させ
る会計処理のこと。

清掃工場｢えこみっと｣

県道玉里水戸線

学校プール（新荘小学校）

▼一般質問
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今
定
例
会
で
ご
み
袋
の
値
上
げ
が
提
案

さ
れ
、
令
和
８
年
度
に
45
Ｌ
袋
が
30
円

か
ら
45
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
受
益

者
負
担
の
必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
、

市
民
か
ら
は
値
上
げ
の
理
由
を
丁
寧
に

説
明
し
て
ほ
し
い
、
ご
み
削
減
の
方
法

が
分
か
ら
な
い
等
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
⑴
こ
れ
ま
で
の
分
別
や

ご
み
の
減
量
化
の
推
進
に
よ
る
成
果
と

課
題
、
⑵
市
民
に
対
す
る
周
知
方
法
、

⑶
ご
み
減
量
の
強
化
策
を
伺
う
。

⑴
家
庭
ご
み
は
新
分
別
開
始
前
の
令
和

元
年
度
と
５
年
度
を
比
較
し
て
約
13
％

削
減
し
た
。
一
方
で
分
別
・
排
出
方
法

の
誤
り
等
の
課
題
が
あ
り
、
啓
発
に
努

め
る
。
⑵
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
発

信
す
る
と
と
も
に
、
要
望
に
応
じ
て
説

明
会
を
行
い
、
手
数
料
改
定
の
必
要
性

を
丁
寧
に
説
明
す
る
。
⑶
生
ご
み
処
理

機
器
の
購
入
補
助
や
未
利
用
食
品
の
有

効
活
用
等
に
つ
い
て
啓
発
を
継
続
す
る
。

QA

昨
年
は
イ
ノ
シ
シ
の
頭
数
が
増
え
た
と

聞
い
て
お
り
、
猟
友
会
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
は
猟
友
会
の
協
力
の
下
、
有
害
鳥

獣
捕
獲
隊
を
編
成
し
て
い
た
だ
き
、
捕

獲
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
捕
獲
体
制

の
更
な
る
強
化
の
た
め
、
隊
員
が
安
心

し
て
捕
獲
活
動
に
従
事
で
き
る
よ
う
、

公
務
災
害
の
適
用
な
ど
、
優
遇
措
置
を

講
じ
ら
れ
る
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を

市
で
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

捕
獲
隊
に
お
け
る
高
齢
化
や
人
材
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
持

続
可
能
な
体
制
の
構
築
に
向
け
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
事
業
費
の
拡
充
予
算
に
つ
い

て
、
今
定
例
会
に
提
案
し
た
。
議
員
提

案
に
つ
い
て
は
有
効
な
取
組
と
認
識
し

て
お
り
、
隊
の
編
成
方
法
や
業
務
の
範

囲
等
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
を
調
査
し

な
が
ら
、
捕
獲
隊
や
関
係
機
関
と
の
協

議
を
進
め
る
。

QA

こ
れ
か
ら
は
、
地
方
の
女
性
が
抱
え
る

生
き
づ
ら
さ
に
も
目
を
向
け
、
全
て
の

人
の
多
様
な
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
る
地

域
社
会
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

多
様
な
生
き
方
を
し
て
い
る
女
性
一
人

一
人
に
光
を
当
て
な
が
ら
、
自
分
ら
し

く
輝
け
る
よ
う
な
、ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ

た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
。
女
性
が
輝
け
る
ま
ち
に
す
る
た

め
の
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

女
性
が
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
要
因
の

一
つ
に
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
で
、

未
だ
に
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
が

あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
意
識
の
払

拭
に
向
け
、
固
定
観
念
に
縛
ら
れ
な
い

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
供
と
し
て
、
各
種

講
座
の
開
催
や
、
市
Ｈ
Ｐ
等
で
の
紹
介

を
行
う
。
地
域
や
ま
ち
づ
く
り
の
場
に

お
い
て
も
、
方
針
決
定
等
へ
の
女
性
の

参
画
推
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り

組
む
。

QA

県
立
中
央
病
院
と
県
立
こ
ど
も
病
院
の

統
合
は
、
高
度
急
性
期
医
療
の
ほ
か
、

が
ん
や
小
児
、
周
産
期
の
専
門
医
療
を

提
供
し
、
県
央
・
県
北
地
域
の
医
療
体

制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
市
で
は
、
医
療
従
事
者
不
足
に

よ
る
地
域
医
療
の
負
担
増
加
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
市
民
が
医
療
難
民
と
な
ら

ぬ
よ
う
、
医
療
資
源
の
集
約
と
効
率
的

な
運
営
体
制
確
立
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
医
療
従
事
者
の
働
き
や
す
い
環
境

の
整
備
や
医
療
機
器
等
の
充
実
を
進
め
、

医
療
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
市
の
取
組
と
展
望
を
伺
う
。

医
療
体
制
の
再
編
、
医
療
施
設
の
機
能

強
化
を
進
め
、
医
療
資
源
の
集
約
化
や

機
能
分
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

県
や
周
辺
市
町
村
、
公
的
病
院
等
や
医

師
会
等
関
係
団
体
と
の
協
議
を
さ
ら
に

深
め
、
持
続
的
・
安
定
的
な
医
療
提
供

体
制
の
維
持
・
確
保
を
図
る
。

QA

ご
み
袋
の
値
上
げ
に
伴
う

市
民
周
知
と
暮
ら
し
の
支
援
策
は

森
も り

智
ち よ こ

世子

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
体
制
強
化
の
た
め

「
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」の
設
置
を

細
ほ そ や

谷
智
と も ひ ろ

宏

女
性
が
輝
け
る
水
戸
市
に
す
る
た
め
の

今
後
の
施
策
の
展
開
は

田
た じ り

尻
由

ゆ き こ

紀子

市
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
医
療
再
編
と
医
療
施
設
強
化
を

渡
わ た な べ

辺
欽
き ん や

也

その他の質問
○八潮市道路陥没事故を受けた下水管の老朽化対策は
○大工町の道路陥没の復旧状況は
○オーガニック給食の段階的導入への見解は

その他の質問
○学校給食の残食を減らす取組と利活用の推進を
○県立中央病院と県立こども病院の統合について
　・移転候補である水戸IC周辺の今後の整備予定は

その他の質問
○誰もが安心して搾乳できる環境づくりを
○ナッジ手法を活用して市民の健康増進を
○国田地区の今後のまちづくりの方向性は

その他の質問
○日本遺産再認定によるインバウンドを含む誘客を
○小中学生への水戸の歴史教育の取組は
○県で導入した選定療養費制度による影響は

燃えるごみ収集袋

地域医療（イメージ）
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現
在
、
市
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
動
物
愛
護
推
進
寄
附
金
を
募
っ
て
お

り
、
年
間
約
２
５
０
万
円
の
寄
附
を
頂

い
て
い
る
。
寄
附
者
の
目
線
で
考
え
る

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ふ
る
さ
と

納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
方

が
、
手
続
き
の
負
担
が
少
な
く
、
ま
た
、

本
市
に
と
っ
て
も
全
国
か
ら
寄
附
を
受

け
や
す
く
な
り
、
寄
附
額
の
増
加
も
期

待
で
き
る
。
見
解
を
伺
う
。

議
員
提
案
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ト
上
で

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
り
寄
附

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
寄
附
機
会
の
拡

大
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
本
市
の
施

策
を
全
国
に
発
信
し
、
共
感
い
た
だ
け

る
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
更
な
る
寄
附
を
呼
び
込
め
る
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
検
討
を
進
め
る
。

今
後
も
本
市
の
施
策
に
賛
同
い
た
だ
け

る
方
に
対
す
る
寄
附
機
会
の
拡
大
に
努

め
る
。

QA

防
犯
カ
メ
ラ
に
は
、
犯
罪
の
抑
止
効
果

が
あ
り
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
市
内
で
は
、
空
き
巣
被
害
が
発
生

し
た
こ
と
に
伴
い
、
町
内
会
が
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
費
用
を
全
額
負
担
し
た
と

い
う
事
例
が
あ
る
。
県
内
に
は
、
自
治

会
・
町
内
会
が
設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ

の
費
用
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
犯
罪
か
ら

市
民
を
守
る
施
策
と
し
て
、
本
市
で
も

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助
制
度
を
創
設

す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
市

民
の
安
心
感
の
醸
成
等
に
は
つ
な
が
る

も
の
の
、
市
内
全
地
区
の
公
平
公
正
な

取
組
と
し
て
有
効
で
あ
る
か
、
ま
た
、

記
録
さ
れ
た
画
像
を
適
正
に
管
理
す
る

方
法
を
確
保
で
き
る
か
等
の
課
題
も
あ

る
。
そ
の
た
め
、
他
市
の
先
進
事
例
等

を
参
考
に
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
す
る
。

QA

⑴
会
計
年
度
任
用
職
員
は
市
職
員
の
約

35
％
を
占
め
、
市
に
欠
か
せ
な
い
存
在

だ
が
、
原
則
１
年
以
下
の
任
期
で
働
き

方
が
不
安
定
で
あ
る
。
男
性
職
員
給
与

に
対
す
る
女
性
職
員
給
与
の
割
合
が

65
％
と
、
格
差
が
あ
る
原
因
は
、
会
計

年
度
任
用
職
員
に
女
性
が
多
い
た
め
で

あ
り
、
待
遇
を
抜
本
的
に
改
善
す
べ
き

で
あ
る
。
⑵
会
計
年
度
任
用
職
員
は
３

年
ご
と
に
公
募
し
て
き
た
が
、
令
和
６

年
か
ら
国
が
公
募
を
撤
廃
し
継
続
雇
用

を
可
能
に
し
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支

え
る
有
為
な
人
材
を
安
定
的
に
確
保
す

る
た
め
、
市
も
３
年
目
公
募
を
や
め
て

継
続
雇
用
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

⑴
会
計
年
度
任
用
職
員
に
占
め
る
女
性

の
割
合
が
約
８
割
と
高
く
、
相
対
的
に

女
性
職
員
の
給
与
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

⑵
３
年
ご
と
の
公
募
選
考
継
続
を
基
本

に
、
専
門
性
を
有
す
る
職
種
等
は
他
自

治
体
の
対
応
を
調
査
研
究
し
検
討
す
る
。

QA

今
か
ら
１
８
７
年
前
、
徳
川
斉
昭
公
が

水
戸
藩
の
財
政
再
建
の
み
な
ら
ず
、
領

民
の
利
益
創
出
の
た
め
に
生
産
を
推
奨

し
た
焼
き
物
が
七
面
焼
で
あ
り
、
代
表

的
な
工
芸
品
に
な
っ
た
。
特
に
優
れ
た

品
は
、
明
治
時
代
以
降
に
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
に
展
示
さ
れ
る
な
ど
、
美
術
的
価

値
も
高
か
っ
た
。
七
面
会
で
は
、
当
時

の
製
法
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
伝
説
の
七

面
焼
の
復
興
・
普
及
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
そ
の
製
品
は
優
良
観
光
土
産

品
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
産
業
の
少
な

い
本
市
の
観
光
振
興
に
大
変
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
現
在
の
活
用
状

況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

認
知
度
向
上
や
販
売
促
進
を
図
る
た
め
、

体
験
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
や
産
業

祭
等
で
の
販
売
ブ
ー
ス
の
出
展
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
関
係
者
と

密
に
連
携
し
、
七
面
焼
の
魅
力
を
水
戸

藩
の
歴
史
と
あ
わ
せ
て
広
く
発
信
す
る
。

QA

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た

動
物
愛
護
に
関
す
る
寄
附
の
受
付
を

滑
な め か わ

川
友

ゆ り

理

自
治
会
・
町
内
会
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
制
度
の
創
設
を

鈴
す ず き

木
宣
の り こ

子

会
計
年
度
任
用
職
員
の
格
差
是
正
と

３
年
目
公
募
を
撤
廃
し
継
続
雇
用
を

田
た な か

中
真
ま さ き

己

水
戸
の
焼
き
物「
七
面
焼
」の

観
光
振
興
へ
の
活
用
状
況
は

マーサー
川
か わ ま た

又

その他の質問
○森林公園の改修と来園者増加に向けた取組を
○小学校におけるフッ化物洗口の実施について
　・教職員の負担増加にならない対応策を

その他の質問
○防災機能を有した公園の整備を
○防犯灯の設置補助と今後の見通しは

その他の質問
○酒門六差路の四差路化による周辺交通への影響は
○老朽化が進む下水道管への早急な対策を
○スクールカウンセラーやソーシャルワーカーの拡充を

その他の質問
○市内総生産額の低迷の要因と産業誘致等の対策は
○徳川光圀公と縁の深い桜を通年観光に生かしては
○ごみ処理手数料の値上げを機にサービスの向上を

防犯カメラ

国の会計年度任用職員の３年目公募イメージ

七面焼の農人形
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一般質問（３月11日，12日）

県
道
馬
渡
水
戸
線
の
勝
田
橋
は
、
昭
和

35
年
に
着
工
さ
れ
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。
ま
た
、
幅
員
が
狭
い
た
め
通
勤

時
の
渋
滞
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
那

珂
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
吉
沼
築
堤
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

勝
田
橋
に
つ
い
て
も
早
期
の
架
け
替
え

が
必
要
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

勝
田
橋
は
、
国
が
策
定
し
た
那
珂
川
水

系
河
川
整
備
計
画
に
お
い
て
、
既
存
堤

防
よ
り
も
橋
梁り

ょ
うが

低
く
、
那
珂
川
の
安

全
な
流
下
の
阻
害
と
な
る
橋
梁
と
さ
れ

て
お
り
、
市
と
し
て
は
、
架
け
替
え
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

地
元
自
治
会
の「
住
み
よ
い
上
大
野
を

つ
く
る
会
」か
ら
、「
那
珂
川
に
架
か
る

県
道
馬
渡
水
戸
線
の
勝
田
橋
の
早
期
架

け
替
え
に
関
す
る
要
望
書
」が
市
に
提

出
さ
れ
た
。
市
内
部
で
情
報
を
共
有
し

た
後
、
県
知
事
宛
て
に
地
元
の
切
実
な

声
を
上
申
し
た
。

QA

本
市
で
は
小
中
学
生
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
令
和
７
年

度
は
中
学
校
に
指
導
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
が
導
入
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
は

利
点
が
あ
る
一
方
で
、
視
力
１
・
０
未

満
の
子
ど
も
の
割
合
が
過
去
最
大
と
な

り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
3※
の
調
査
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
過
度
な
使
用
が
学
力
低
下
を
招
く
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
東
北
大
学
の
研
究

で
は
、
ほ
ぼ
毎
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
用
す
る
子
ど
も
は
、
脳
の
発
達
が
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

現
代
の
子
ど
も
の
５
人
に
１
人
が
ネ
ッ

ト
依
存
症
と
の
報
告
も
あ
る
。
こ
う
し

た
事
実
や
保
護
者
の
不
安
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
積
極
的
な

対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

安
全
面
に
留
意
し
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ

ロ
グ
の
良
さ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合

わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
資
質
・

能
力
の
育
成
に
努
め
る
。

QA

⑴
柳
河
小
学
校
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
小
規
模
特
認
校
と
し
て
英
語
教
育
に

特
化
し
た
学
び
を
行
っ
て
い
る
。
英
語

指
導
の
状
況
や
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
先
生
と
の
学

び
の
成
果
、
ま
た
、
成
果
を
踏
ま
え
た

市
内
小
中
学
校
へ
の
英
語
教
育
の
質
の

向
上
に
向
け
た
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

⑵
英
語
検
定
は
学
び
の
達
成
度
を
測
る

上
で
有
効
だ
が
、
保
護
者
の
経
済
的
な

負
担
が
大
き
い
た
め
、
受
験
料
補
助
等

の
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
。

⑴
英
語
専
科
教
員
と
Ａ
Ｅ
Ｔ
が
常
駐
し
、

児
童
一
人
一
人
と
英
語
で
対
話
す
る
な

ど
質
の
高
い
指
導
を
実
践
し
て
い
る
。

英
語
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
養
わ

れ
て
お
り
、
今
後
は
実
践
の
成
果
を
各

学
校
で
共
有
し
、
市
内
小
中
学
生
の
英

語
力
向
上
に
努
め
る
。
⑵
受
験
料
が
安

く
な
る
準
会
場
を
市
独
自
で
設
置
し
、

負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
英
語
学

習
会
を
開
催
し
学
習
支
援
に
取
り
組
む
。

QA

昨
今
、
働
く
世
代
や
若
者
か
ら
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
が
好
ま
れ
て
い
る
。
粗

大
ご
み
の
戸
別
収
集
に
関
し
て
は
、
電

話
予
約
と
専
用
シ
ー
ル
の
購
入
が
必
要

で
あ
り
、
手
間
が
か
か
る
。
他
自
治
体

で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
予
約
シ
ス
テ
ム

や
、
事
前
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

支
払
い
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

て
お
り
、
本
市
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
の
取

組
の
導
入
を
提
案
す
る
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
に
係
る
申
し
込

み
や
受
付
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
り
、

業
務
の
効
率
化
も
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
申

込
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
支
払
い
状
況
の
確
認
等

に
係
る
事
務
手
続
に
課
題
が
あ
る
た

め
、先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
な
が
ら
、

導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

QA

上
大
野
地
区
の
県
道
馬
渡
水
戸
線
の

勝
田
橋
の
早
期
架
け
替
え
を

藤
ふ じ さ わ

澤
康
や す ひ こ

彦

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
で

学
力
低
下
も
？

池
い け だ

田
悠
ゆ う き

紀

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る

英
語
教
育
の
取
組
は

打
う ち こ し

越
美

み わ こ

和子

粗
大
ご
み
の
出
し
方
の

Ｄ
Ｘ
化
を

後
ご と う

藤
通
み ち こ

子

その他の質問
○�養護老人ホームの措置状況と措置費改定は
○2040年問題に向けた介護・看護人材の確保を
○ヤングケアラーの調査と早期発見・早期支援を

その他の質問
○地域おこし協力隊の多分野での積極的活用を
○救急隊員の早急な負担軽減対策を
○パートナーシップ宣誓者への結婚新生活支援金は

その他の質問
○防災対策における備蓄物資の充実を
○災害時生活用水協力井戸提供者を支援する取組は
○森林公園の誘客施設としての再整備とPRの推進を

その他の質疑，質問
○ごみ処理手数料等の改定額の算定根拠は
○申請等におけるキャッシュレス決済の導入状況は
○帯状疱

ほう
疹予防ワクチンに関する丁寧な周知を

※3 OECD…�経済協力開発機構。ヨーロッパ諸国を中心に日本を含め38か国の先進国が加盟する国際機関

勝田橋

ICTを活用した学習

柳河小学校ウェルカムボード

粗大ごみ処理券
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一般質問（３月12日）

企
業
誘
致
は
、
多
様
な
働
く
場
の
創
出

や
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
を
促
す

施
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
議
会
で
何
度
も
専
門
部
署
の

設
置
を
訴
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
令

和
６
年
度
に
は
担
当
参
事
の
配
置
、
こ

の
４
月
か
ら
は「
企
業
誘
致
・
創
業
支
援

室
」の
開
設
と
大
き
く
前
進
し
た
。
そ
こ

で
、
支
援
室
の
役
割
と
今
後
の
施
策
の

展
開
等
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
系
エ
リ
ア
指
定
要
件
を
踏
ま
え
た

誘
致
候
補
地
を
選
定
し
、
担
当
参
事
を

中
心
に
、
土
地
利
用
や
社
会
資
本
の
整

備
状
況
等
の
整
理
、
土
地
所
有
者
等
の

意
向
確
認
を
進
め
て
い
る
。
７
年
度
に

新
設
す
る
支
援
室
で
は
、
多
様
な
働
く

場
の
創
出
に
向
け
た
体
制
強
化
を
図
る
。

今
後
は
、
新
た
な
産
業
系
エ
リ
ア
指
定

区
域
の
指
定
を
視
野
に
入
れ
た
取
組
を

継
続
し
、
立
地
規
模
や
優
遇
制
度
に
係

る
企
業
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す
る
。

QA

本
市
の
税
金
は
市
民
を
最
優
先
に
考
え

使
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
⑴
年
末
年
始

の
市
休
日
夜
間
緊
急
診
療
所
に
市
内
外

か
ら
利
用
者
が
殺
到
し
、７
時
間
も
待
っ

た
と
い
う
市
民
の
声
を
聞
い
た
。
施
設

整
備
や
医
師
確
保
に
多
額
の
予
算
を
か

け
て
い
る
本
市
診
療
所
に
お
い
て
、
市

民
の
利
便
性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
理
不
尽
さ
を
感
じ
て
お
り
、
是
正
を

求
め
る
。
⑵
本
市
の
公
共
施
設
は
、
市

民
が
優
先
し
て
使
え
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
う
す
る
こ
と
で
周
辺
自
治
体
の
住
民

に
広
域
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

⑴
医
療
人
材
の
確
保
及
び
運
営
経
費
に

係
る
利
用
地
域
か
ら
の
応
分
の
負
担
に

つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る
時
期
に
あ
り
、

関
係
団
体
と
協
議
を
進
め
る
。
⑵
施
設

の
広
域
利
用
は
県
央
地
域
の
一
体
感
の

創
出
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

も
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

QA

米
価
高
騰
へ
の
対
策
と
し
て
、
主
食
用

米
を
増
産
す
べ
き
で
あ
る
。
農
業
再
生

協
議
会
を
運
営
す
る
市
の
課
題
認
識
と

今
後
の
取
組
を
伺
う
。
ま
た
、
米
の
需

要
が
減
少
す
る
中
、
米
粉
の
消
費
拡
大

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
も
伺
う
。

米
価
高
騰
に
よ
る
消
費
者
の
米
離
れ
が

懸
念
さ
れ
る
。
生
産
者
や
関
係
団
体
で

構
成
す
る
市
農
業
再
生
協
議
会
で
、
国

の
需
要
見
通
し
に
応
じ
た
生
産
目
標
を

示
し
、
生
産
を
進
め
て
き
た
。
今
般
、

米
価
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
地
域
農
業

者
等
か
ら
厳
し
い
意
見
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
市
と
し
て
国
・
県
に
そ
の
声
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
水
田
農
業
政
策
に

係
る
正
確
な
情
報
を
農
家
に
提
供
し
、

安
定
的
に
水
田
農
業
を
営
め
る
よ
う
取

組
を
進
め
る
。
米
粉
に
つ
い
て
は
、
飲

食
店
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
利
用
拡

大
に
取
り
組
み
、
米
の
消
費
拡
大
と
水

田
農
業
の
活
性
化
に
努
め
る
。

QA

市
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
宣
言
や

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
等
を
策
定

し
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
安
心
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
は
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用

に
上
限
10
万
円
を
補
助
す
る
取
組
で
あ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用
負
担
の
軽
減
や

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
本
事
業

の
予
算
や
補
助
額
等
の
拡
充
が
必
要
と

考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

令
和
５
年
度
は
利
用
希
望
者
２
１
３
件

に
対
し
、
２
０
４
件
、
約
２
千
万
円
を

補
助
し
た
。
６
年
度
は
利
用
希
望
者

２
２
７
件
に
対
し
、
２
０
７
件
、
約

２
千
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。
広
報
を

強
化
す
る
こ
と
で
利
用
拡
大
を
図
り
、

住
宅
の
省
エ
ネ
化
を
促
進
す
る
。
予
算

額
の
拡
充
や
上
限
額
の
引
き
上
げ
は
、

現
行
事
業
の
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
申
請
状
況
や
他
市
町
村
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

QA

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
考
え
に
基
づ
く

税
金
の
使
い
方
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

須
す だ

田
浩
ひ ろ か つ

和

「
令
和
の
米
騒
動
」

米
価
高
騰
へ
の
対
策
は

安
あ ん ぞ う

藏
栄
さかえ

脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た
め

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
の
拡
充
を

佐
さ と う

藤
昭
あ き お

雄

「
企
業
誘
致
・
創
業
支
援
室
」の

役
割
と
今
後
の
誘
致
施
策
は

鬼
お に ざ わ

澤
真
し ん じ ゅ

寿

その他の質問
○市民会館の運営改善について
　・誰もが理解できる平等な使用ルールの設定を
　・問題が多い管理運営に対する市の認識と改善策は

その他の質問
○ふるさと納税の実質収支は
○ふるさと納税の寄附拡大の取組は
○下水汚泥からのリン回収は

その他の質問
○ふるさと納税を用いたクラウドファンディング導入を
○市債残高の現状と借入利率の上昇による影響は
○高齢者が孤立しないよう包括的な支援を

その他の質問
○関係人口を増やすデジタル住民票の導入を
○ふるさと寄附金で稼ぐ力の強化を
○飯富小学校，中学校の今後の整備計画は

水戸市休日夜間緊急診療所

米の収穫の様子

国が発行する住宅リフォーム補助のチラシ

市の産業系拠点，水戸西流通センター
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一般質問（３月12日）など

新
川
上
流
域
で
は
近
年
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
被
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
多
く
の

住
民
か
ら
浸
水
対
策
へ
の
要
望
が
あ
る
。

今
定
例
会
の
市
長
所
信
表
明
で
、
雨
水

管
理
総
合
計
画
の
策
定
と
と
も
に
、「
流

す
」対
策
と「
貯
め
る
」対
策
を
あ
わ
せ
て

実
施
す
る
と
伺
っ
た
。
今
後
の
具
体
的

な
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

新
川
上
流
南
西
区
域
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
常
照
寺
池
の「
貯
め
る
」対
策
を
含

め
た
整
備
計
画
を
雨
水
排
水
施
設
整
備

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
付
け
、
基
本
設
計

に
係
る
経
費
を
新
年
度
予
算
に
計
上
し

た
。「
流
す
」
対
策
と
あ
わ
せ
、
常
照
寺

池
か
ら
の
溢い

っ

水す
い

防
止
や
池
の
拡
張
な
ど

雨
水
調
整
池
と
し
て
の
機
能
強
化
に
取

り
組
み
、
雨
水
貯
留
量
を
最
大
限
活
用

で
き
る
よ
う
、
池
に
堆
積
す
る
土
砂
の

浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

を
継
続
的
に
進
め
る
。
地
元
の
理

解
・
協
力
を
得
な
が
ら
、
引
き
続
き
雨

水
排
水
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
。

QA

　情報公開制度は，議会で保有している情報を市民の皆さんに公開する制度です。
　また，個人情報保護制度は，議会で保有している個人情報の取扱方法を定めるとともに，対象者自身の個人情報
の開示や訂正，利用停止を請求する権利を保証する制度です。

新
川
上
流
域
に
お
け
る

浸
水
対
策
の
見
通
し
は

綿
わ た ひ き

引
健
け ん

その他の質問
○�百樹園西交差点と元吉田東交差点の信号機設置について
○市内幼稚園におけるAET設置状況について
○英検を受験する児童生徒への助成について

○議会情報公開制度に関する請求及び決定の件数（令和６年度）
開示請求
件数

決定の区分
審査請求全部開示 部分開示 不開示

うち条例第７条該当
21 19 1 1 ― ―

○議会個人情報保護制度に関する請求の件数（令和６年度）
　　開示請求，訂正請求，利用停止請求の状況・・・なし

各常任委員会では，市政の課題解決に生かすため先進都市の事例を
調査研究しました。視察項目は下記のとおりです。常任委員会の視察報告

＜香川県高松市＞
　・スマートシティたかまつの取組について
　・�地域公共交通ネットワークの強化・推進の取組

について
＜岡山県岡山市＞
　・�岡山芸術創造劇場ハレノワ

について
など

総務環境委員会  令和６年10月16日～18日
＜山形県山形市＞
　・農業ＤＸの推進について
＜宮城県仙台市＞
　・�消防団への加入促進策に

ついて
　・�中央卸売市場の再整備に

ついて
など

産業消防委員会  令和６年10月16日～18日

＜大阪府八尾市＞
　・�誰ひとり取り残さない！八尾市版重層的支援体

制整備事業について
＜岐阜県岐阜市＞
　・�クアオルト健康ウオーキ

ングについて
　・�柳ケ瀬健康運動施設ウゴ

クテについて
など

文教福祉委員会  令和６年10月29日～31日
＜北海道札幌市＞
　・ＩＴ技術を活用した路面状況の把握について
　・下水道事業における地球温暖化対策について
＜北海道函館市＞
　・�函館市における景観形成

の取組について
など

建設企業委員会  令和６年７月16日～18日

議会情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況

常照寺池

仙台市中央卸売市場ハレノワの大劇場

函館の伝統的建造物ウゴクテの受付
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会期中の委員会では，付託議案等を審査しました。 
各委員会の審査の概要を紹介します。

総務環境委員会

主な質疑
シェアサイクル事業｢みとちゃり｣のステーション設
置の考え方，自転車通行空間として整備する路線，
自治体情報システムの標準化の実施スケジュール，
備蓄物資の配置状況，ＡＩ防犯カメラの設置予定箇
所及び運用方法，水戸黄門ふるさと寄附金の返礼品
開発等支援事業の内容，堀斎場長寿命化改修事業及
び旧清掃工場跡地整備事業の実施内容，集団資源ご
み回収の状況，第10回水戸黄門漫遊マラソンの事業
内容，ケーズデンキスタジアム水戸のトラック改修
工事の内容，結婚新生活支援事業補助金の概要，駐
車場事業会計繰入金の減額及び市預金利子の増額理
由など
主な意見
⑴ＡＩ防犯カメラの設置を契機に県警察等の関係機
関とより一層連携を強化し，誰もが安心して繁華街
に訪れることができる環境整備に努められたい。
⑵旧清掃工場跡地整備事業は，地元団体等との十分
な協議を進めながら事業推進に努められたい。
⑶屋内運動場などの体育施設の改修については，市
民の利便性に配慮し，早期完了に努められたい。
⑷水戸黄門漫遊マラソンは，第10回記念事業として
の盛り上がりを一過性のイベントとすることなく，
更なるにぎわいの創出につながるよう取り組まれた
い。�

令和７年度一般会計当初予算
（総務環境委員会所管分）

賛成多数

文教福祉委員会

主な質疑　
いきいき交流センター柳堤荘長寿命化改修事業の概
要，医療的ケア児保育支援事業の利用見込み，子育
て支援・多世代交流センターにおける室内遊具の整
備，医療機関開設等補助事業の対象，帯状疱

ほう

疹予防
接種事業の実施スケジュール，初回産科受診料支援
事業の対象者への周知，校内フリースクールの拡充
対象校と専任の支援員の配置予定，教育用タブレッ
ト端末の更新計画，小中学校の屋内運動場空調設備
整備のスケジュール，水戸城土塁(法面)整備事業の
進め方，くれふしの里古墳公園に整備予定の大型複
合遊具，小学校給食費無償化に伴う影響など
主な意見
⑴いきいき交流センター柳堤荘の長寿命化改修に当
たっては，利用者の視点に立った施設のバリアフリー
化に取り組まれたい。
⑵帯状疱疹予防接種事業については，市民への丁寧
で分かりやすい周知に努められたい。
⑶校内フリースクールの小学校への拡充に当たって
は，中学校における取組状況を十分に踏まえた上で
実施されたい。
⑷くれふしの里古墳公園への大型複合遊具等の整備
については，適切な進捗管理に努めるとともに，適
宜，委員会に報告されたい。�

令和７年度一般会計当初予算
（文教福祉委員会所管分）

賛成多数

水戸黄門漫遊マラソン(第９回大会)くれふしの里古墳公園
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常任委員会（３月13日，14日，17日）

産業消防委員会

主な質疑　
農業担い手支援に係る補助金の積算根拠，多面的機
能維持事業の取組状況，畜産業費の増額要因，地積
調査費及び水田農業対策費の事業内容，林業振興費
における病害虫対策に要する費用，中小企業振興支
援事業の活用状況，ＭｉｔｏｒｉＯ周辺にぎわいづ
くり事業及び企業立地促進事業の内容，観光費の減
額要因，ナイトツーリズムの推進支援に要する事業
費の積算根拠，インバウンドの充実に係る予算，水
上オートバイの効果的な活用，自家用給油所整備事
業のスケジュール，消防団詰所の防犯対策など
主な意見　
⑴地産地消の取組に係るＰＲを推進し，農産物のブ
ランド化の確立に努めれられたい。
⑵企業立地の促進は，雇用，税収，消費などの分野
に大きな影響を与えることから，地域経済の活性化
に向けた戦略的な取組を推進されたい。
⑶日本遺産である弘道館などの資源を有効活用し，
全庁横断的にインバウンドの推進に努められたい。
⑷消防車両等の消防機械について，適切な時期に導
入及び更新を行うとともに，消防力の向上に資する
適正な配置と運用に努められたい。
�

令和７年度一般会計当初予算
（産業消防委員会所管分）

全会一致　賛成

建設企業委員会

主な質疑　
県内他自治体との協議状況，要件緩和による効果，
火災時の安全性の担保など
主な意見　
既存建築物の省エネ改修や有効活用の促進に向け，
制度改正の内容を広く周知するとともに，適正な運
用に努められたい。�

主な質疑　
狭あい道路整備事業の計画，交通安全施設の設置要
望及び整備状況，道路景観保全工事の整備内容，　　
まちなか案内板Ｒｅデザイン事業における案内板の
設置区間・設置数・視認性を高める工夫，優良建築
物等整備事業及び水戸駅前三の丸地区市街地再開発
事業における総事業費・支援額・事業内容，都市計
画道路整備事業の進捗及び延伸計画，新川排水区等
における雨水排水対策，公園でのボール遊びの規制
状況及び防球ネット設置工事の内容など
�

建築基準条例の一部改正

賛成多数

令和７年度一般会計当初予算
（建設企業委員会所管分）

賛成多数

弘道館で行われた武道演武リニューアル予定のまちなか案内板
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令和７年度歳入歳出予算

547億  447万円
510億7,348万円

歳
　出

歳
　入

市税

国庫支出金

地方交付税

県支出金

地方譲与税等

市債

その他

民生費

土木費

教育費

総務費

公債費

衛生費

その他

※金額については，千円以下を切り捨てて表記。

0 100 200 300 400 500 600

0 100 200 300 400 500 600

億円

億円

令和７年度
令和６年度

449億8,000万円
418億6,000万円

282億5,190万円
246億6,255万円

124億7,600万円
128億3,400万円

105億6,497万円
 92億1,289万円
102億1,220万円
 95億4,290万円

82億600万円
81億940万円

128億6,991万円
136億  325万円

171億6,851万円
175億3,014万円

161億1,912万円
130億6,842万円

111億1,753万円
 98億4,988万円
110億8,852万円
107億8,614万円
97億8,972万円
97億4,682万円

75億7,310万円
77億7,009万円

令和７年度
令和６年度

歳入総額 1,275億6,100万円

歳出総額 1,275億6,100万円

その他
 5.9％衛生費

 7.7％

教育費
 12.6％

公債費
 8.7％

総務費
 8.7％

民生費
42.9％

土木費
 13.5％

地方交付税
 9.8％

地方譲与税等
8.0％

市税
35.3％

国庫支出金
 22.2％

県支出金
8.3％

市債
6.4％

その他
10.0％

　令和７年度予算については，｢水戸市第７次総合計画ーみと魁・Ｎｅｘｔプランーの着実な推進｣と｢水戸の
未来を支える持続可能な財政基盤の確立｣の２つの基本方針の下，編成を行いました。
　特に，本市の最重要政策であるこども・子育て支援や教育については，選択と集中の考えの下，財源配分
の重点化を一層推し進め，保護者ニーズの高い小学校給食費の無償化を実現す
るとともに，教育環境の改善に向けて学校施設の整備費を増額するなど，施策
の更なる充実を図ることといたしました。
　また，市民の生命と財産を守るため，備蓄物資・資機材の拡充や総合的な治
水・雨水対策の推進など，防災・減災対策の強化を図るとともに，都市核の機
能充実や企業誘致，中小企業の成長支援など，本市の経済発展に資する施策を
引き続き積極的に展開することといたしました。

（1）予算の規模
区　　分 令和７年度 令和６年度 増 減 額 増減率（％）

一般会計 1,275億6,100万円 1,198億2,500万円 77億3,600万円  6.5    

特別会計 540億9,690万円 541億5,090万円 △ 5,400万円  △ 0.1    

公営企業会計 316億7,230万円 308億4,640万円 8億2,590万円  2.7    

計 2,133億3,020万円 2,048億2,230万円 85億790万円  4.2    

（2）令和７年度一般会計予算の状況

1　 予算編成の基本方針（令和７年３月３日 本会議 市長提案理由説明から）

2　 予算の規模等

高橋市長
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令和７年度の新規事業

企画総務部門
自治体情報システム標準化推進事業� 7億7,797万円
ローコードツールの導入による業務プロセス最適化事業
� 437万円
※ローコードツール…�最小限の専門知識で業務アプリやシステム

が作成できる業務DXのツール

出退勤管理システムの導入　　　　　　　　560万円
常澄庁舎長寿命化改修事業　　　　　　　1,320万円

改修予定の常澄庁舎

市民協働部門
五軒市民センター改築事業� 1億2,780万円
新たなハザードマップの作成� 1,600万円
ＡＩ防犯カメラ整備事業� 940万円
戦後80年事業� 1,136万円
男女平等参画の推進に向けた拠点機能の強化� 100万円
アダストリアみとアリーナ観客席等改修事業
�  5億1,800万円

生活環境部門
浜見台霊園合葬式墓地の充実� 640万円
堀斎場長寿命化改修事業� 3,500万円
ごみ処理手数料改定に係る周知事業� 340万円
旧清掃工場跡地の利活用の推進� 3億5,550万円

旧小吹清掃工場

保健医療部門
医療機関開設等補助事業� 3,000万円
帯状疱

ほう

疹予防接種事業� 6,254万円

こ ど も 部 門
こどもの養育費受取支援� 86万円
こどもの遊び場の充実� 4,800万円
初回産科受診料支援事業� 55万円
医療的ケア児保育支援事業� 1,587万円

産業経済部門
ＭｉｔｏｒｉＯ周辺にぎわいづくり事業� 300万円
ナイトツーリズムの推進� 100万円
飼料用米生産継続支援金� 2,000万円

都市建設部門
まちなか案内板Ｒｅデザイン事業� 300万円

消 防 部 門
消防団第12分団改築事業� 2,900万円
水上オートバイ整備事業� 530万円

教 育 部 門
小学校給食費の無償化� 8億5,986万円
指導者用デジタル教科書の導入� 2,425万円
水戸城土塁（法面）整備事業� 6,000万円
教育用タブレット端末の更新� 14億2,260万円
※金額は当初予算額を表す（千円以下を切り捨てて表記）。

令和７年度の市政運営の基
本方針及び市の予算につい
ては，広報みと（令和７年４
月１日号）の特集
もご覧ください。
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編集委員会
委 員 長　森　　正慶
副委員長　鬼澤　真寿

委　員
池田　悠紀　大津　亮一　中庭由美子
細谷　智宏　打越美和子　マーサー川又
森　智世子　田尻由紀子　藤澤　康彦
高倉富士男　

編 後集 記 　偕楽園の梅の花が見ごろを迎えた頃，３月
定例会が開会されました。今議会では常任委
員会を中心に令和７年度予算に関する様々な
意見を交わし，活発な議論を行いました。私
たち議員は，市民の皆様の代表としてより良
い社会を目指し，生活に密接した重要な事案
を論議しております。編集委員一同，これか
らも皆様に分かりやすく，そして興味を持っ
ていただける議会情報をお届けできるよう努
めてまいります。  ［細谷 智宏，鬼澤 真寿　記］

水戸市マスコットキャラクター

「みとちゃん」

　本会議や委員会等の会議を傍聴いただけます。
ご希望の方は，下記を参考にお越しください。
　なお，傍聴の流れを紹介する動画をＨＰに掲載し
ています。上記二次元コードからご覧ください。

本 会 議 議会運営委員会，
常任委員会等 特別委員会等

定　員
104名

（うち車椅子利用の方
  は４名）

５名 10名

受　付
場　所 ８階（傍聴席入口） ７階（議会事務局）

手続き
・当日，先着順
・�傍聴券に住所，氏名
を記入

・�開議予定時刻の40分前～10分前までに受付
（定員を超えたときは抽選）
・委員会傍聴申請書に住所，氏名を記入

６月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土
6/1 2 3 4 5 6 7

本会議 本会議

8 9 10 11 12 13 14
本会議

（提案理由説明）
議案説明会

15 16 17 18 19 20 21
本会議

（代表質問）
本会議

（議案質疑）
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任委員会 常任委員会

22 23 24 25 26 27 28
議会運営
委員会

議会運営
委員会
全員協議会
本会議
（議了）

※６月７，８，10～15，21～23日は議案調査

（常任委員等改選）

議会日誌
1／10 総務環境委員会 2/19 総務環境委員会 3／13 建設企業委員会

文教福祉委員会 文教福祉委員会 3／14 総務環境委員会
産業消防委員会 産業消防委員会 文教福祉委員会
建設企業委員会 建設企業委員会 産業消防委員会
全員協議会 議会改革調査特別委員会 建設企業委員会
議会報編集委員会 全員協議会 3／17 総務環境委員会

1/20 議会改革調査特別委員会 2/25 議会運営委員会 文教福祉委員会
2/10 総務環境委員会 3/３ 本会議 産業消防委員会

文教福祉委員会 3/10 本会議 建設企業委員会
産業消防委員会 3/11 本会議 3／18 議会運営委員会
建設企業委員会 3／12 本会議 3/19 議会運営委員会
公共交通体系調査特別委員会 3/13 総務環境委員会 全員協議会
行財政改革調査特別委員会 文教福祉委員会 本会議
議会改革調査特別委員会 産業消防委員会 議会報編集委員会

ライブ配信・録画配信 委員会会議記録

　インターネットでの本会議のライブ配信及び録画配
信，常任委員会の録画配信を行っています。
　常任委員会と特別委員会の会議記録も公開していま
す。ぜひご覧ください。

議会中継等のご案内

傍聴のご案内


